
（別紙３）

～ 令和７年　３月　15日

（対象者数） 7名 （回答者数） 7名

～ 令和７年　３月　15日

（対象者数） 6名 （回答者数） 5名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
より明確に活動の様子や、今後のイベント案内を図り見通し

を立てられるように支援を行っていきたいと考えています。

2
今後も引き続き、左記に加えて、日々の様子をその都度伺

い、利用者様の支援に活かしていきたいと考えています。

3
今後も引き続き、様々な視点から利用者様にあった支援方法

をアプローチしていきたいと思います。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
今後はHPのブログやリトム、送迎時等を通して情報発信を積

極的に行っていきたいと思います。

2 現在、茶話会等を企画中です。

3
今後も要望のあったご家庭には実施しつつ、家族支援プルグ

ラムの周知徹底に努めていきたいと思います。

○事業所名 児童発達支援・放課後等デイサービスフロル三津屋

○保護者評価実施期間
令和７年　２月　１日

○保護者評価有効回答数

令和７年　２月　１日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和７年　3月　28日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

家族に対して、ペアレントトレーニング等の情報の発信ができ

ていない。

現状、ご要望のあったご家庭にはペアレントトレーニング等

行っているが、全ご家庭への実施は出来ていない。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

幼稚園などのその他地域で、他の子どもとの活動する機会を知

られていない。

近隣で開催されているお祭りへの参加、同法人の事業所との活

動する機会を設けているが、周知があまり出来ていない様子。

父母の会、保護者会等の開催ができていない。 以前は保護者会などを実施していたが、近年は出来ていない。

利用者様が楽しみに通われていること。

・1週間の集団活動を通して、成功体験を積んでもらい自身を

養えるように支援を行っている。

・土曜、祝日にイベントを企画し利用者様が楽しく活動できる

ようにしています。

利用者様の活動の様子や、発達の状況など情報の共有ができて

いること。

・モニタリング面談や、送迎時、メッセージアプリ、支援会議

等を通して日々のお子さんのっ情報共有を行っています。

利用者の特性を十分に理解して、特性に応じた十分な支援を

行っている。

モニタリング面談等を通して、得た情報を基に様々な専門職の

視点から、利用者様一人一人にあった専門的に支援を行ってい

ます。

児童発達支援事業所における自己評価総括表公表


